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人間の尊厳を奪還する、 

生命の解放宣言 
― セルフケアマネジメントの再定義と生体界面設計 ― 

 
序章 「自分を大切にする」とは何か 

 

私たちは長い間、「健康になること」と「自分を管理す

ること」を、ほとんど同じ意味で捉えてきた。 

 

⚫ 症状が出れば、それを消す。 

⚫ 不調があれば、原因を探して排除する。 

⚫ 肌に問題があれば、成分を加える。 

⚫ 心が乱れれば、心を整える。 

⚫ 健康になるために、もっと努力する。 

⚫ もっと測る。 

⚫ もっと管理する。 

⚫ もっとコントロールする。 

 

しかし、ここには一つの問いが残る。 

 

人間は、自分自身をどこまで管理すればよいのだろ

うか。 

 

生命は、本当に「管理されなければ健康になれない

もの」なのだろうか。 

 

呼吸、体温調節、修復、適応、免疫、感覚、恒常性。 

 

生命の多くは、私たちの意識的な命令を待つことなく、

自ら働いている。 

 

だから、自分を大切にするとは、自分を完全に管理

することではない。 
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むしろ、 

 

自分の生命が本来持っている自己調整・適応・回復

の働きを妨げないこと。 

 

そして、 

 

生命自身が働きやすい環境を整えること。 

 

ここから、セルフケアの意味を再定義する。 
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1．セルフケアマネジメントの再定義 

 

セルフケアマネジメントとは、 

 

「自分自身を管理すること」ではない。 

 

それは、 

 

「自分自身の生命が働きやすい環境を整えること」 

 

である。 

 

この転換は小さく見えて、実は根本的である。 

 

「自分を管理する」という発想では、 

 

自分 

↓ 

症状・感情・身体 

↓ 

管理・修正・制御 

 

という関係になる。 
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しかし、 

 

「生命が働きやすい環境を整える」という発想では、 

 

環境 

↓ 

生体界面 

↓ 

身体 

↓ 

脳 

↓ 

心 

↓ 

行動 

 

という生命の循環全体を見ることができる。 

 

したがって、 

 

セルフケアマネジメントとは、 

 

⚫ 自分の生命を支配する技術ではなく、 

⚫ 自分の生命が自己調整できる条件を整える技術 

 

である。 

 

ここに、セルフケアの新しい意味が生まれる。 
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2．健康日本 21 が示す「環境」という視点 

 

この考え方は、個人だけに健康責任を負わせるもの

ではない。 

 

厚生労働省の「健康日本 21（第三次）」は、2024年度

から 2035 年度にかけて進められる国民健康づくり運

動である。 

 

そのビジョンは、 

 

「全ての国民が健やかで心豊かに生活できる持続可

能な社会の実現」 

 

とされている。 

 

そして、その方向性は、個人の行動や健康状態の改

善だけではない。 

 

⚫ 社会環境の質の向上 

⚫ 社会とのつながり・こころの健康の維持及び向上 

⚫ 自然に健康になれる環境づくり 

 

誰もがアクセスできる健康増進のための基盤の整備 

が位置づけられている。 

 

特に「自然に健康になれる環境づくり」は、健康づくり

に積極的な人だけでなく、健康への関心が薄い人も

含め、本人が無理なく自然に健康的な行動を取りや

すくする環境を整えるという考え方である。 

 

ここに、セルフケアマネジメントの新しい方向性が見

えてくる。 
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健康とは、 

 

⚫ 「本人がもっと頑張らなければ得られないもの」 

 

ではなく、 

 

⚫ 「本人が無理なく健康に向かいやすい環境を社

会と個人がともにつくるもの」 

 

でもある。 

 

健康日本 21 が社会環境の側からこの問題を捉える

なら、 

 

BIFC はその思想をさらに身体に近いところ、 

 

生体界面という生命の最前線 

 

から考えることができる。 
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3．社会環境から生体界面へ 

 

健康を取り巻く環境には階層がある。 

 

⚫ 社会環境。 

⚫ 生活環境。 

⚫ 身体環境。 

⚫ 生体界面。 

⚫ 感覚。 

⚫ 脳。 

⚫ 心。 

⚫ 行動。 

⚫ そして再び社会環境へ。 

 

したがって、健康は単純な 

 

「個人 → 健康」 

 

という一方向の問題ではない。 
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むしろ、 

 

社会環境 

↓ 

生活環境 

↓ 

生体環境 

↓ 

生体界面 

↓ 

身体 

↓ 

脳 

↓ 

心 

↓ 

行動 

↓ 

社会環境 

 

という循環系として捉えることができる。 

 

ここに BIFC を置く。 

 

BIFC は、社会環境そのものを直接変える技術では

ない。 

 

また、脳や心を直接操作する技術でもない。 

 

BIFC が扱うのは、 
 

生命と外界が最初に接触する場所。 
 

すなわち、 
 

生体界面 
 

である。 
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4．界面とは「境界」ではなく、生命が応答する場所で

ある 

 

皮膚は単なる身体の外壁ではない。 

 

外界と生体との間で、 

 

⚫ 何を受け入れるのか。 

⚫ 何を防ぐのか。 

⚫ 何を排出するのか。 

⚫ どのように感知するのか。 

⚫ どのように応答するのか。 

⚫ を調整する、生きた界面である。 

 

同じことは、目、耳、鼻、舌にも言える。 

 

五官は外界を生命へ接続する生体界面である。 

 

さらに、人間においては、音楽、芸術、物語、空間、

人間関係なども、外界と意識・身体との間にある「経

験の界面」として働くことがある。 

 

だから界面とは、 

 

外部と内部を単純に分ける境界線ではない。 

 

外界からの入力を受け取り、選択し、変換し、生命の

応答を生み出す場所である。 
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5．BIFC は「身体を変える技術」ではない 

 

従来のスキンケアは、 

 

成分 → 肌 → 改善 

 

という考え方を中心としてきた。 

 

BIFC は、ここから発想を転換する。 

 

環境 

↓ 

生体界面 

↓ 

生体自身の応答 

↓ 

状態の変化 

 

である。 

 

つまり、 

 

身体を変えるのではなく、身体自身が変化できる条

件を整える。 

 

これは「何もしない」という意味ではない。 

 

⚫ 必要なところには介入する。 

⚫ しかし、必要以上には介入しない。 

⚫ 生命自身の調整が始まったなら、その働きを奪

わない。 
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したがって、 

 

BIFC とは、生命を操作する技術ではなく、生命自身

の自己組織化を妨げない生体界面環境を設計する

技術である。 

 

ここに「最小介入」の意味がある。 

 

必要な介入によって、過剰な介入を必要としない状

態をつくる。 
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6．五官生命回路 ― 外界から心まで 

 

外界には、常にノイズが存在する。 

 

⚫ 光。 

⚫ 音。 

⚫ 温度。 

⚫ 湿度。 

⚫ 化学物質。 

⚫ 摩擦。 

⚫ 圧力。 

⚫ 情報。 

⚫ 人間関係。 

 

それらは五官という生体界面を通じて生命へ入力さ

れる。 

 

そこで、 

 

外界 

↓ 

生体界面 

↓ 

感覚 

↓ 

脳による評価 

↓ 

身体状態 

↓ 

心・意味づけ 

↓ 

行動 

 

という循環が生まれる。 
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ここで重要なのは、 

 

心は生命に命令する唯一の司令塔ではない 

 

ということである。 

 

⚫ 心は、身体や環境から受け取った情報を意味づ

ける。 

⚫ その意味づけが、さらに身体状態や行動に影響

する。 

 

だから、 

 

身体と心は切り離された二つのものではなく、 

 

環境との相互作用の中で循環する生命システムの

一部 

 

として捉えることができる。 
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7．二つの生命回路 

 

同じ症状、同じ身体感覚、同じ不快感であっても、そ

の後の生命の進路は一つではない。 

 

生命本来回復回路 

 

外界から刺激を受ける。 

↓ 

生体界面が適切な境界条件を維持する。 

↓ 

五官が必要な情報を受け取る。 

↓ 

脳が環境を評価する。 

↓ 

身体が適応・防衛反応を起こす。 

↓ 

心がその反応を意味づける。 

↓ 

症状をただちに「敵」とはみなさず、観察する。 

↓ 

必要な環境調整を行う。 

↓ 

生命自身の自己調整・適応が働く余地が生まれる。 

↓ 

自己組織化が再び働きやすくなる。 

↓ 

安心が生まれる。 
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ここでいう安心とは、 

 

「何も起こらない状態」 

 

ではない。 

 

何かが起きても、自分の生命を信頼できる状態 

 

である。 

 

これを、 

 

真の安心＝不動心 

 

と呼ぶことができる。 
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8．人為による疲弊回路 

 

一方、 

 

外界から刺激を受ける。 

↓ 

症状や不快感が起こる。 

↓ 

「これは悪いものだ」と判断する。 

↓ 

恐怖が生まれる。 

↓ 

消すために過剰介入する。 

↓ 

一時的に症状や警報が弱くなる。 

↓ 

「症状が消えた＝安全」と認識する。 

↓ 

再び症状が現れる。 

↓ 

さらに介入する。 

↓ 

恐怖 → 過剰介入 → 一時的安心 → 再介入 

 

というループが生まれる。 

 

このとき問題となるのは、 

 

⚫ 症状そのものだけではない。 

⚫ 症状に対する意味づけと、それによって生じる介

入の連鎖 

 

である。 
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したがって、 

 

症状が消えることと、生命が回復することは必ずしも

同じではない。 

 

ここは医療的診断や治療を否定するという意味では

ない。 

 

疾患や危険な状態には、適切な医療的評価と治療

が必要である。 

 

しかし、日常のセルフケアにおいては、 

 

「すべての不快感をただちに敵として排除する」とい

う発想だけでは、生命との関係を豊かにできない。 
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9．「症状を消す」から「症状を読める人間」へ 

 

ここでセルフケアマネジメントの意味がさらに変わる。 

 

重要なのは、 

 

「症状があるか、ないか」 

 

だけではない。 

 

重要なのは、 

 

その症状をどう理解するか。 

 

症状を、 

 

⚫ 「失敗」 

⚫ 「敵」 

⚫ 「異常」 

⚫ 「すぐ消すべきもの」 

 

としか捉えられなければ、恐怖が介入を生む。 

 

一方で、 

 

⚫ 「何が起きているのか」 

⚫ 「どのような環境条件が影響しているのか」 

⚫ 「今、何をする必要があるのか」 

 

を観察できれば、必要な介入と不要な介入を分けら

れる。 
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だから、 

 

自分を大切にするとは、 

 

⚫ 自分の生命から発せられる信号を、 

⚫ 恐怖によって無効化しないことである。 

 

そして、 

 

セルフケアマネジメントとは、 

 

⚫ 症状を支配することではなく、 

⚫ 症状を読み、 

⚫ 自分の生命が働きやすい環境を選択する能力を

育てる 

 

ことである。 
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10．ここに「人間の尊厳」がある 

 

人間の尊厳とは、 

 

すべてを自分の意志で制御できること 

 

ではない。 

 

むしろ、その反対である。 

 

人間の内部には、意識だけでは完全には支配でき

ない生命の働きが存在している。 

 

⚫ 呼吸。 

⚫ 修復。 

⚫ 適応。 

⚫ 恒常性。 

⚫ 感覚。 

⚫ 防御。 

⚫ 回復。 

⚫ 自己組織化。 

 

それらは、 

 

「私が命令して動かしている」 

 

のではない。 

 

生命そのものが働いている。 

 

だから尊厳とは、 

 

⚫ 生命を完全に支配する能力ではない。 

⚫ 生命自身の働きを尊重できる能力 

 

である。 
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そして、 

 

生命が自ら立ち上がる余地を、人為によって奪わな

いこと。 

 

ここに、人間の尊厳がある。 
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11．セルフケアマネジメントとは「生命の自己管理」で

はなく「生命環境の管理」である 

 

ここで、セルフケアマネジメントを明確に定義する。 

 

セルフケアマネジメントとは、 

 

⚫ 自分自身を過剰に管理することではない。 

⚫ 自分の生命が本来持つ自己調整・適応・回復の

働きを妨げないよう、自らを取り巻く環境と生体

界面を整える 

 

ことである。 

 

その目的は、 

 

⚫ 生命を意志によって支配することではない。 

⚫ 症状をすべて消すことでもない。 

⚫ 心を完全に制御することでもない。 

 

目的は、 

 

生命が働きやすい条件をつくること。 

 

そして、 

 

生命自身が働き始めたなら、その働きを信頼するこ

と。 

 

これが、 

 

「自分を大切にする技術」 

 

である。 
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12．「肌から脳、そして心へ」という新しいセルフケア 

 

この思想をスキンケアに適用すると、 

 

肌を直接変える 

 

という発想から、 

 

肌という生体界面の環境を整える 

 

という発想へ移行する。 

 

そして、 

 

生体界面の環境を整える 

↓ 

身体感覚や不快感などの入力環境に影響する 

↓ 

脳が受け取る情報環境にも関係する 

↓ 

身体と心の自己調整を妨げにくい環境をつくる 

 

という方向へ展開できる。 

 

ただし、ここで重要なのは、 
 

「肌を整えれば心が必ず整う」と単純化しないこと 

である。 
 

BIFC が設計するのは、 
 

⚫ 心そのものではない。 

⚫ 脳そのものでもない。 

⚫ 心や脳が本来持つ自己調整を妨げにくい、身体

側の環境条件 
 

である。 
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したがって、 

 

私たちは、 

 

⚫ 心を変えようとはしない。 

⚫ 肌の生体界面を整え、身体・脳・心が本来持つ自

己調整力が働きやすい環境 

 

をつくる。 

 

これが、セルフケアマネジメントとしての BIFC である。 
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13．健康日本 21 × セルフケア × BIFC 

 

ここで、社会の健康づくりと個人のセルフケアがつな

がる。 

 

健康日本 21（第三次）は、 

 

社会環境の質を高めること 

 

によって、人々が健康に向かいやすい条件をつくろう

としている。 

 

BIFC は、 

 

生体界面の環境を整えること 

 

によって、生命が自己調整しやすい条件をつくろうと

する。 

 

この二つは同じものではない。 

 

しかし、 

 

「人を変えるだけではなく、人が健康に向かいやすい

環境をつくる」 

 

という方向性において接続できる。 

 

その間に、 

 

セルフケアマネジメント 

 

がある。 
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つまり、 

 

Public Health 

社会が健康になりやすい環境をつくる。 

↓ 

Self-care Management 

個人が自分の生命にとって健康に向かいやすい環

境を整える。 

↓ 

BIFC 

生体界面において生命が働きやすい条件をつくる。 

↓ 

Body / Brain / Mind 

身体・脳・心の自己調整を妨げにくくする。 

 

この階層が形成される。 
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14．Technology ではなく、Art 

 

ここで、Art の意味が明確になる。 

 

Technology は、 

 

「何かを起こす方法」 

 

として理解されることが多い。 

 

しかし Art は、それだけではない。 

 

Art とは、 

 

何かを直接起こすのではなく、何かが起こり得る環

境をつくる術（Art） 

 

でもある。 

 

音楽は、人の心を直接操作しない。 

 

作品も、観客を直接変えるわけではない。 

 

⚫ 音。 

⚫ 空間。 

⚫ 物語。 

⚫ 身体感覚。 

⚫ 体験。 

 

それらが、人間自身の内側から変化が生まれる条件

をつくる。 
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だから、 

 

Art = Technology of creating conditions in which 

change can emerge. 

 

と捉えることができる。 

 

そして BIFC も、 

 

BIFC = Technology of creating biological interface 

conditions in which self-organization can emerge. 

 

と捉えられる。 

 

つまり、 

 

Art と BIFC は、 

 

⚫ 対象を支配するのではなく、 

⚫ Emergence が生まれる条件 

 

を設計する。 



29 
 

 
15．Science × Technology × Art × Psychology × 

Public Health 

 

ここで五つの領域が一本になる。 

 

⚫ Science 

生命がどのように自己組織化し、恒常性を維持

し、環境に適応するのかを理解する。 

⚫ Technology 

生命の働きを過剰に操作するのではなく、その

生命が働きやすい環境条件を設計する。 

⚫ Art 

人間の内側から変化が生まれる感覚・体験・空

間をつくる。 

⚫ Psychology 

認知、感情、意味づけ、行動、対人関係など、人

間の自己調整と変化の過程を理解し支える。 

⚫ Public Health 

個人だけに健康責任を負わせるのではなく、誰

もが健康に向かいやすい社会環境をつくる。 

 

そして、この五つを貫く原理がある。 

 

Environment → Interface →  

Experience → Emergence 

環境を整える。 

↓ 

界面を整える。 

↓ 

体験が変わる。 

↓ 

生命・人間自身の内側から変化が 

Emergence する。 
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16．スキンケア芸術論 

 

ここから「スキンケア」という言葉そのものを拡張でき

る。 

 

スキンケアとは、 

 

⚫ 単に肌をきれいにする技術ではない。 

⚫ 肌という生体界面の環境を整えること。 

 

そして、 

 

その人が 

 

⚫ 自分自身の生命を感じ、 

⚫ 自分の状態を読み、 

⚫ 必要なときに環境を整え、 

 

生命自身の働きを信頼するための時間と体験をつく

ること。 

 

したがって、 

 

スキンケアは、肌を変える Technology から、生命が

自ら整っていく環境をつくる Art へと拡張される。 

 

これが、 

 

スキンケア芸術論 

 

である。 
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17．BIFC の核心 ― 「介入することで、介入しなくて

もよくする」 

 

BIFC には、一つの逆説がある。 

 

それは、 

 

介入することで、介入しなくても生命が働ける状態を

つくる 

 

ということである。 

 

必要なところには介入する。 

 

しかし、その目的は、 

 

永続的に介入し続けることではない。 

 

生命自身の調整が働き始めたなら、 

 

そこから先は、 

 

生命の仕事を奪わない。 

 

だから BIFC は、 
 

⚫ 「もっと強く効かせる」 

⚫ 「もっと多く与える」 

⚫ 「もっと強くコントロールする」 
 

という方向とは異なる。 
 

むしろ、 
 

最小の介入によって、最大限の自己組織化を許す。 
 

ここに BIFC の倫理がある。 
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18．生命を支配するのではなく、生命との関係を変え

る 

 

この思想の最終的な対象は、 
 

⚫ 肌だけではない。 

⚫ 身体だけでもない。 

⚫ 心だけでもない。 

⚫ 人間と自分自身の生命との関係そのもの 
 

である。 
 

「症状が出た」 

↓ 

「私は失敗した」 

ではない。 

「不快感がある」 

↓ 

「すぐに消さなければならない」 

でもない。 

「心が乱れている」 

↓ 

「心を修正しなければならない」 

でもない。 
 

まず、 
 

⚫ 何が起きているのか。 

⚫ 生命は何に応答しているのか。 

⚫ 環境条件はどうなっているのか。 

⚫ 何を整える必要があるのか。 
 

そして、 
 

何をしないことが、生命にとって最善なのか。 
 

を考える。 
 

これが、自分の生命との新しい関係である。 
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19．生命の解放とは何か 

 

生命の解放とは、 

 

⚫ 何もしないことではない。 

⚫ 生命を放置することでもない。 

⚫ 医療を否定することでもない。 

⚫ 科学を否定することでもない。 

 

むしろ、 

 

⚫ 科学によって生命を理解し、 

⚫ Technology によって環境を整え、 

⚫ Art によって体験をつくり、 

⚫ Psychology によって意味づけを支え、 

⚫ Public Health によって社会環境を整える。 

 

その上で、 

 

生命自身が働く余地を残す。 

 

それが生命の解放である。 
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20．人間の尊厳を奪還する 

 

人間の尊厳とは、 

 

⚫ 自分を完全にコントロールできることではない。 

⚫ 生命を完全に制御できることでもない。 

⚫ 症状を一切出さないことでもない。 

⚫ 常にポジティブでいることでもない。 

 

尊厳とは、 

 

⚫ 自分の生命を、恐怖によって敵にしないこと。 

⚫ 自分の身体を、永遠に修正し続けなければなら

ない対象にしないこと。 

⚫ 自分の心を、常に管理しなければならない対象

にしないこと。 

 

そして、 

 

自分の内側で働いている生命そのものを信頼できる

こと。 

 

生命には、 

 

⚫ 自ら調整する力がある。 

⚫ 自ら適応する力がある。 

⚫ 自ら回復へ向かう力がある。 

⚫ 自ら環境との関係を変える力がある。 

 

もちろん、その力には限界があり、病気や障害、外

傷などに対して医療的支援が必要な場合もある。 
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だからこそ、 

 

必要な支援を受けることと、生命自身の力を尊重す

ることは矛盾しない。 

 

むしろ、 

 

適切な支援によって生命が働ける余地を取り戻すこ

と。 

 

それもまた、生命を尊重することである。 
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21．生命の解放宣言 
 

私たちは、 

⚫ 人間を変えようとはしない。 

⚫ 生命を支配しようとはしない。 

⚫ 心を操作しようとはしない。 

⚫ 症状を敵にしない。 
 

私たちは、 

⚫ 生命が自ら働ける環境をつくる。 

⚫ 外界からのノイズに対して、適切な境界をつくる。 

⚫ 必要な入力を受け入れる。 

⚫ 不要な入力を防ぐ。 

⚫ 排熱する。 

⚫ 蒸散する。 

⚫ 剥離する。 

⚫ 更新する。 
 

そして、 
 

生命自身が調整を始めたなら、 

その働きを信頼する。 
 

私たちは、 

⚫ もっと強く介入することを、 

「より良いケア」とは呼ばない。 

⚫ もっと多くを与えることを、 

「より深いケア」とは呼ばない。 

⚫ もっと強く管理することを、 

「自分を大切にすること」とは呼ばない。 
 

自分を大切にするとは、 
 

自分の生命が働きやすい環境をつくること。 
 

そして、 
 

生命自身が働き始めたなら、その生命を邪魔しない

こと。 
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22．新しいセルフケアへ 

 

これからのセルフケアは、 

 

「自分を管理すること」 

 

から、 

 

「自分の生命が働きやすい環境をつくること」 

 

へ。 

 

健康とは、 

 

「不調がないこと」 

 

だけではなく、 

 

自分の生命との関係を失わないこと 

 

へ。 

 

スキンケアとは、 

 

「肌を変えること」 

 

から、 

 

「生体界面を整え、生命が働きやすい環境をつくるこ

と」 

 

へ。 
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BIFC とは、 

 

「身体をコントロールする技術」 

 

から、 

 

「身体をコントロールしすぎないための技術」 

 

へ。 

 

Art とは、 

 

「人間を変える作品」 

 

から、 

 

「人間自身の内側から変化が生まれる環境」 

 

へ。 

 

そして健康づくりとは、 

 

「健康になるよう個人に努力を求めること」 

 

から、 

 

「人が自然に健康に向かいやすい環境を社会と個人

がともにつくること」 

 

へ。 

 

この方向性は、健康日本21（第三次）が掲げる「社会

環境の質の向上」や「自然に健康になれる環境づく

り」とも接続することができる。 
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23．最後に ― 生命を、生命自身へ返す 

 

私たちは、 

生命を変えるのではない。 

生命が自ら変化できる条件をつくる。 

 

私たちは、 

心を支配するのではない。 

心が自ら更新できる余白をつくる。 

 

私たちは、 

肌を無限に修正するのではない。 

肌と身体が本来の自己調整を発揮できる生体界面

環境をつくる。 

 

私たちは、 

人間を管理するのではない。 

人間が、自分自身の生命を信頼して生きられる環境

をつくる。 

 

そして、 

社会は、 

人間に健康を命令するのではない。 

人間が自然に健康へ向かいやすい環境をつくる。 

 

それが、健康日本21が示す「自然に健康になれる環

境づくり」という方向性と、BIFC の生体界面設計を接

続する思想的な可能性である。 
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ここに、 

 

Public Health 

と 

Self-care Management 

と 

BIFC 

と 

Art 

と 

Science 

と 

Psychology 

 

がつながる。 

 

すべての中心にあるのは、 

 

「人を変える」のではなく、「人自身の変化が生まれる

条件を整える」 

 

という原理である。 

 

そして、その最も深いところにあるのが、 

 

生命への信頼 

 

である。 

 

生命を完全に支配することが、人間の自由なのでは

ない。 

 

生命自身が働く余地を取り戻すこと。 

必要なときには助けを求めること。 

必要なときには環境を変えること。 
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そして、生命が自ら働き始めたときには、その働きを

尊重すること。 

 

それこそが、 

 

自分を大切にする技術 

 

である。 

 

それこそが、 

 

セルフケアマネジメントの再定義 

 

である。 

 

それこそが、 

 

BIFC から始まるスキンケア芸術論 

 

である。 

 

そして、その先にあるものが、 

 

人間の尊厳を奪還する、生命の解放 

 

である。 
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宣言 
 

私たちは、 

人間を変えない。 

生命を支配しない。 

心を操作しない。 

症状を敵にしない。 

生命自身が働ける環境をつくる。 

必要なときに介入し、必要でなくなったら手放す。 

生命が自ら立ち上がる余白を守る。 

自分の生命を、恐怖ではなく信頼によって見つめる。 

社会においても、生活においても、生体界面におい

ても、生命が自然に健康へ向かいやすい条件をつく

る。 

 

そして最後に、 

 

生命を管理するのではない。 

生命を、生命自身へ返す。 

 

それが、 

 

人間の尊厳を奪還する、生命の解放宣言である。 

 


